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2025年にはﾛIRの４人に1人がＳ・高齢者になると■われ,在院日Ｓの・縮や病棟機ａの■直

しなど医療機能の効率化や在宅生Ｓを吏えるttり域包括ケアシステムの構築が行われます.社台保

障ﾎU度ぶ革ｍＲ会議では「自らの健康は，自ら維持するという自l」力を基本とする」ことが示さ

れ,まさに予防・治療・リハビリテーションを専r¶1とする９学療法に課せられた期待と責任は

大きいと言えます．

しかし,ll学療ま士をＲり巻く環境は社会タ障の回題だけではなく急激にＳえるII学療まｔ

もＳ題となります.昨年の国家ＭＳでは９学療法ｔは1万人がａ・しました.現在のペースが縦

けば10年後には20万人となりＳ学療法・多の時代に突入することになります,この９題を克服

するためには９学療法ｔ一人ひとりがこれからの未来をＳ像し,未来に向けた行I力が心９です．

講演会はこれからの社会保障や９学療法・をＲり巻くＳ題からこれからの社会に求められる

ミ学療法ｔに何が必要かを考える場としたく思います，

ＭＳ .9．6 019:00･21 :00 943o，
１会場ホルトホール大が大台議ま　ｅ会費きれ（SF大1・Ｓ会員・享・）

500F9（非会員・県外会員）

お串ａみ方法下SaアドレスまでiSII顕を入力の上,■｜ください.お串i!み締t;a 2014年8Jﾖ1125日・

lた゜ｔ゛ｔｔＳニニー－
お回い合わせ
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